
構造改革特別区域計画 
 
１ 構造改革特別区域計画の作成主体の名称 
  福島県河沼郡柳津町 
 
２ 構造改革特別区域の名称 
  柳津町どぶろく特区 
 
３ 構造改革特別区域の範囲 
  福島県河沼郡柳津町の全域 
 
４ 構造改革特別区域の特性 
（１）位置・気候 
   柳津町（以下「本町」という。）は、福島県の西部に位置し、東は会津美

里町に、西は西会津町と三島町・金山町に、南は昭和村に、北は会津坂下

町に接しており、近郊都市会津若松市から２５km の地点にある。 
本町の面積は、１７５．８２ｋ㎡であり、南北に２５km、東西に１５km

の南北に長い天狗の面のような地形をした町である。地勢は、越後山脈の東

に位置し、標高は１，４８２m（博士山）から最低１９０m（只見川）であ

り、標高５００m 以上の地域の面積が５２％を占める山地地形の町である。 
気候は、東北地方裏日本型気候であり、町の全区域が特別豪雪地帯に指定

されている。 
 
（２）歴史文化的特性 
   昭和３０年３月３１日に、旧柳津町と西山村が合併し、現在の柳津町と

なる。 
   本町には日本三大虚空藏尊のひとつである「福満虚空藏菩薩圓藏寺」を

はじめとして、国指定重要文化財である「奥之院弁天堂」、県指定重要文化

財である石生前遺跡の火焔式縄文土器があるなど、信仰と歴史、文化の薫

り高い町である。 
 
（３）人口 
   昭和３５年において人口９，０３５人、世帯数１，５７５戸であったが、

その後５０年が経過した平成２２年度の国勢調査においては、人口４，０

０９人（減少率５５．６％）、世帯数１，２５９戸（減少率２０．１％）で

あり、平成３０年１２月１日現在においては人口３，４１５人、世帯数１，



２９３戸とさらに減少し続けており、高齢化率は４２．８７%と高まってい

る。 
 
（４）産業的特性 
   本町の産業は、第 1 次産業である農林業を基幹産業としており、雪解け

の清涼な水はおいしい米作りに適しており、食味の良いコシヒカリをはじ

めとした良質米を生産している。また寒暖の気温差を利用して生産される

夏秋トマトやカスミ草をはじめとした切花の産地として農業生産性を高め

ている。 
   本町の農業においては、水稲のほか、振興作物であるトマト、キュウリ、

アスパラガス、いんげん、にんにく、そば、なたね、宿根カスミ草といっ

た野菜や花卉が地形を活かして栽培されているが、ブランドとなっている

農作物はなく農業経営においても農業者の高齢化により担い手不足が深刻

な問題となっている。 
   また、人口の減少や高齢化が進む本町にとって、企業誘致による産業の

振興は、難しい状況にある。そのため、地域資源を有効に活用した農業に

よる地域の振興に取り組んでいるが、地域内での農産物の販売・消費には

限界があるため、観光事業と連携し地域外からの交流を活用することによ

り農産物の消費拡大を図っている。さらに、自然環境と豊かな農産物を活

かし、体験型観光による都市農村交流を実施し、交流人口の拡大を図って

いる。 
 
５ 構造改革特別区域計画の意義 
   本町は、農業の他、日本三大虚空藏尊のひとつである「福満虚空藏菩薩

圓藏寺」を有しており、観光の町でもあるが、平成２３年３月に発生した

東日本大震災による原発事故や同年７月に発生した新潟福島豪雨の影響に

より、未だに観光客は以前の水準まで達していない。 
   そこで、濁酒をきっかけに、農家民宿や農家レストランの開業が増える

ことで、より多くの観光客を受け入れることが可能となり、その結果、地

域住民と観光客との関わりが深まると共に交流の輪が広がり、さらにリピ

ーターが増えることで地域の活性化につながるものと期待できる。 
   このように、本計画は農業と観光における新たな地域活性化の要素とし

て重要な意義を持つものである。 
 
６ 構造改革特別区域計画の目標 
   濁酒の提供・販売により、地域内での地場産品の消費拡大を推進するほ



か、米に新たな付加価値をつけ、農業経営の安定、生産意欲の拡大と所得

の向上を図る。また、滞在型観光による本町のグリーンツーリズムを発展

させ、食文化やここにしかない生活の良さを体験してもらうことにより、

ファンやリピーターを増やす。 
   このことにより交流人口の増加、農産物の消費・販路拡大、農業・観光

の活性化へとつなげ、雇用機会の創出と新たな担い手の確保を図ることを

目標とする。 
 
７ 構造改革特別区域計画の実施が構造改革特別区域に及ぼす経済的社会的効 
 果 
   本町は、豪雪地帯である等の地域的不利な条件に加え、零細農家が多く、

農業だけで生活するのは厳しい状況にある。このような中で、農業経営の

安定を図るためには、農産物に付加価値を付けて販売し農業収入を上げる

ほか、農業外収入を確保していく必要がある。 
   本計画の実施により、米を活用した濁酒造りや地域内で生産された農作

物を材料とした郷土食の提供が進み、地域内での地場産品の消費拡大が見

込まれる。また、米に新たな付加価値がつき農家の生産意欲の拡大と所得

の向上を図ることが期待できる。 
   また、イベントとのタイアップとして、本町は年間数多くのイベントを

開催しているが、会津を代表する民芸品の「赤べこ」は本町が発祥の地で

あることから、平成２４年度から毎年「会津やないづ赤べこまつり」を開

催している他、豪雪地帯という地域性を活かした「会津やないづ冬まつり」

などにおいて、新たな特産品となる濁酒を提供することにより、交流人口

の増加が期待できる。 
   濁酒の提供は、新たな観光資源として期待され、郷土食の食材提供とと

もに地域農産物の利用拡大が推進されるほか、安定した農業経営と観光客

の増加も見込まれる。さらに本計画を起爆剤として農業と観光が結びつい

た取組みが一層進展するものと考えられ、地域に与える経済的な波及効果

は大きい。 
（１）新規起業の推移 

区分 現在 2020 年度目標 2022 年度目標 
農家民宿数 2 件 3 件 4 件 
濁酒製造者件数 0 件 1 件 2 件 
（２）観光客入込数等の推移 
区分 2017 年度実績 2020 年度目標 2022 年度目標 
観光入込客数 816,136 人 840,000 人 860,000 人 



うちグリーンツー

リズム来客数 
 

200 人 
 

500 人 
 

800 人 
 
８ 特定事業の名称 
  ７０７（７０８）特定農業者による特定酒類の製造事業 
  



別紙 
 
１ 特定事業の名称 
  ７０７（７０８）特定農業者による特定酒類の製造事業 
 
２ 当該規制の特例措置の適用を受けようとする者 
  構造改革特別区域内において、酒類を自己の営業場において飲用に供する

業（旅館、民宿、レストラン、飲食店等）を営む農業者（以下「特定農業者」

という。）で、米（自ら生産したもの又はこれに準ずるものとして財務省令で

定めるものに限る。）を原料としてその他の醸造酒（以下「濁酒」という。）

を製造しようとする者 
 
３ 当該規制の特例措置の適用の開始の日 
  本構造改革特別区域計画に認定を受けた日 
 
４ 特定事業の内容 
 ① 事業に関与する主体 
   上記２に記載の者で、酒類製造免許を受けた者 
 ② 事業が行われる区域 
   福島県河沼郡柳津町の全域 
 ③ 事業の実施期間 
   上記２に記載の者が、酒類製造免許を受けた日以降 
 ④ 事業により実現される行為や整備される施設 
   上記２に記載した者が、米（自ら生産したもの又はこれに準ずるものと

して財務省令で定めるものに限る。）を原料とした濁酒の提供を通じて地域

の活性化を図るために、濁酒を製造する。 
 
５ 当該規制の特例措置の内容 
  当該規制の特例措置により、特定農業者が、米（自ら生産したもの又はこ

れに準ずるものとして財務省令で定めるものに限る。）を原料として濁酒を製

造する場合、酒類製造免許に係る最低製造数量基準が適用されず、酒類製造

免許を受けることが可能となる。 
  このことは、新しい地場産品の創造となり、農業の活性化や生産者の意欲

向上に繋がるものである。 
  また、濁酒製造への取組みは、農家副収入の一つの手段となるほか、濁酒

と併せて地元食材を提供することにより地産地消の推進に寄与すると考えら



れる。 
  このような取組みは、交流人口の拡大や地域の活性化に結びつくことから

も、当該特例措置の適用が必要である。 
 なお、当該特定事業により特定農業者が酒類の製造免許を受けた場合も、酒

税法の規定に基づき酒税の納税義務者として必要な申告納税や各種記帳義務

が発生するとともに、税務当局の検査や調査の対象とされる。 
  本町では、無免許製造を防止するため制度内容の広報や周知を行うととも

に、特定農業者が酒税法上の規定に違反しないよう、指導及び支援を行う。 
  



添付書類の一覧 
 
１ 構造改革特別区域に含まれる行政区画を表示した図面 
２ 実施主体の特定の状況 
３ 構造改革特別区域計画の工程表及びその内容 
４ 関係者の意見（法第４条第４項の規定により聴いた意見の概要） 
５ 特定事業の実施予定者からの提案（法第４条第５項の規定により踏まえた

提案の概要） 
６ 構造改革特別区域計画の全体像を示すイメージ図 


